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平成 26 年４月９日 

各    位 

会社名 株式会社竹内製作所 

代表者名 代表取締役社長 竹内 明雄 

（コード：6432  東証 JASDAQ） 

問合せ先 取締役経営企画室長 神山 輝夫 

    （TEL 0268-81-1100（代表）） 
 
 

平成 26 年２月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年１月 10 日付「平成 26 年２月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ」において発表

いたしました平成 26 年２月期（平成 25 年３月 1 日～平成 26 年２月 28 日）の通期の業績予想について下記

のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年２月期 通期業績予想（平成 25 年３月１日～平成 26 年２月 28 日) 

【連結】 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（A） 
百万円

52,000
百万円

3,800
百万円

5,200
百万円 
3,720 

円 銭

227.78

今回修正予想（B） 53,617 4,436 6,470 4,624 283.13

増減額（B―A） 1,617 636 1,270 904 －

増減率（％） 3.1% 16.7% 24.4% 24.3% －

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年２月期） 
41,208 1,405 2,905 3,322 203.42

 

【個別】 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

44,800

百万円

3,840

百万円

4,920

百万円 

3,280 

円 銭

200.83

今回修正予想（B） 46,933 4,688 6,096 4,111 251.72

増減額（B―A） 2,133 848 1,176 831 －

増減率（％） 4.8% 22.1% 23.9% 25.3% －

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年２月期） 
39,291 1,859 3,344 4,162 254.87
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修正の理由 

【連結】 

建設機械の販売台数が米国及び欧州で増加したこと及び外国為替レートが円安に推移したことにより、

売上高は前回予想よりも 16 億１千７百万円増加し 536 億１千７百万円になる見通しです。 

利益の面では、売上高の増加及び外国為替レートが円安に推移したことにより、営業利益は予想よりも

６億３千６百万円増加し 44 億３千６百万円になる見通しです。営業外収益において為替差益を 19 億４百

万円計上することにより、経常利益は予想よりも 12 億７千万円増加し 64 億７千万円、当期純利益は 46 億

２千４百万円になる見通しです。 

 

【個別】 

売上高は連結と同様の理由により、前回予想よりも 21 億３千３百万円増加し 469 億３千３百万円になる

見通しです。 

利益の面では、売上高の増加及び外国為替レートが円安に推移したことにより、営業利益は予想よりも

８億４千８百万円増加し 46 億８千８百万円になる見通しです。営業外収益において為替差益を７億７千４

百万円計上することにより、経常利益は予想よりも 11 億７千６百万円増加し 60 億９千６百万円、当期純

利益は 41 億１千１百万円になる見通しです。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

 

 

以上 


